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内線
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事業種目 道 路 新規評価年度 － 現計画 前回評価時点

事業採択年度 H8 総事業費 ５１億円 ４７億円
事業名

道路改築事業

一般国道 372 号丹南ﾊﾞｲﾊﾟｽ 着工年度 H8 内用地補償費 １４億円 １３億円

完成予定年度 H27 H21 事業区間 篠山市栗栖
く り す

野
の

～不来坂
こ の さ か

再評価年度 H17 
進 捗 率

(内用補進捗率)
６９％(８４％） ６２％(７２％）

所在地 篠山市栗栖
く り す

野
の

～不来坂
こ の さ か

残事業費 １６億円 １８億円

事 業 の 目 的 事業内容（）前回評価時点

・国道372号は、播磨地域と丹波地域を結ぶ幹線道路であり、阪

神・淡路大震災時には、臨海部幹線道路の代替ルートとして機

能した。

・しかし、当該区間は、幅員約５ｍの狭小区間や線形不良区間、

更には、歩道未整備区間も存在するなど、交通の隘路となって

いる。

・そのため、バイパス整備及び現道拡幅により、交通の円滑化、

自転車歩行者の安全性確保を図るとともに、地域の活性化、

緊急輸送道路ネットワークの形成を図る。

道路改築事業 Ｌ＝3,200ｍ( 〃 )

・波賀
は が

野
の

工区 L=1,800m( 〃 )

・不来坂
こ の さ か

工区 L=1,400m( 〃 )

【構造規格】第３種第２級(平地部)

【計画幅員】6.5(16.0)m(2車線＋両側歩道)

【計画交通量】7,400台/日(8,800台/日)

【現況交通量】7,640台/日:H17交通ｾﾝｻｽ

（6,542台/日:H11交通ｾﾝｻｽ)

【負担割合】 国:5.5/10，県:4.5/10

・事業着手時と比べ交通量は増加(H9 ｾﾝｻｽ 6,315 台/日→H17 ｾﾝｻｽ 7,640 台/日、約２割増)している。

事業を取り巻く

社会経済情勢

等の変化

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】

・波賀野工区ＢＰ部において、H19 年度に実施した土質結果により、切土法面において新たに法枠

工法が必要となったこと等から、事業費を約４億円増額する。

・波賀野工区と不来坂工区に分かれている本事業については、事業効果を早期に発現すべく、それ

ぞれの工区を現道拡幅部とバイパス部に分割し、先行区間の完了目処が立った後に次期工区の用

地買収に着手することとしている。そのため、不来坂工区ＢＰ部の用地買収については、交渉が

難航している波賀野工区の用地買収が完了するＨ２４に着手することから、完了予定年度をＨ２

７年度とする。

進捗状況

・進捗率は、事業費ﾍﾞｰｽで６９％、用地取得で８４％である。(平成22年度末見込)

・波賀野工区(L=1.8km)については、平成19年度までに現道拡幅部の約0.8kmを供用した。

・不来坂工区(L=1.4km)については、平成20年度までに現道拡幅部の約0.5kmを供用し、交通の円滑

化及び自転車歩行者の安全性の確保が図られた。

・残区間の｢波賀野工区ＢＰ部(L=1.0km)｣と｢不来坂工区ＢＰ部(L=0.9km)｣については、現在、波賀

野工区ＢＰ部の用地買収を進めており、不来坂工区ＢＰ部は平成24年度からの設計に着手する。

・なお、事業完了後の現道の管理引継については、篠山市と協議が整っている。

評価視点 評価結果の説明

審査会意見

及び

対応方針
(H17 年度 再評価)

【審査会意見】

・現道の線形不良・幅員狭小などの課題を解消するバイパス整備また

は現道拡幅事業で、交通事故を防止するとともに渋滞を解消し、安

全で円滑な道路交通を確保するものであり、今後とも必要と認めら

れるため、事業継続は妥当である。なお、事業効果の発現のため、

早期に事業完了するよう努められたい。

【対応方針】

・工区分割により早期に事業

効果を発現すべく、H16～

H20にかけて現道拡幅部約

1.3km の供用を図った。

(1)必要性

(2)有効性

・効率性

(3)環境適合性

(4)優先性

・残事業区間の現道は、約8,000台/日の車両が利用しているにもかかわらず、幅員約５ｍの１車線

区間が存在するなど、自動車や歩行者などの通行に大きな支障を来しているため、バイパスを整

備し交通の円滑化を図る。

・自転車歩行者道の整備により、通学児童等の安全･安心な空間を確保する。

・国道372号は、阪神淡路大震災時に臨海部幹線道路の代替ルートとして機能するとともに、緊急輸送

道路に位置づけられており、当該区間の整備により緊急車両の円滑な走行を確保する。

・波賀野工区の集落内は、人家が連担しており拡幅は困難である。また、不来坂工区については、

現道の地形的制約(山地部の急勾配)や踏切の交差形態(斜め交差)等を考慮すると、新たなバイパ

ス整備が効率的となる。

・費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．３(全体)，４．２（残)（前回Ｂ／Ｃ＝２．１）

・通過交通をバイパスへ転換することにより、集落内の沿道の生活環境が改善される。

・県内の国道372号のうち、最も幅員が狭小な区間であること、また、用地買収が約84％完了して

いることから早期の完成が望まれている。
再評価
の結果

継続 左の
理由

・事業の必要性は事業採択当時と変わらず、篠山市をはじめ地域からも早期完成を望む
声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。

道街-1



事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第２回〕）

事業名 道路事業 路線・河川名 一般国道 372 号 丹南ﾊﾞｲﾊﾟｽ

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H8～27 年度【事業費＝５１億円】

［波賀野工区］事業費３６億円、延長L=1,800ｍ
用地買収面積：約25,000m2、物件補償：８件 

［不来坂工区］事業費１５億円、延長L=1,400ｍ
用地買収面積：約 23,000m2

前回再評価

まで（実績）

事業採択から H17 年度【事業費＝２９億円】

［波賀野工区］

平成16年度 現道拡幅部 L=300m 供用
平成17年度 〃 L=200m 供用

波賀野工区の現道拡幅部の

供用により、線形不良区間の

解消や自転車歩行者等の安

全が確保できた。

過去

５年間

H18～22 年度【事業費＝ ６億円】

［波賀野工区］

平成19年度 現道拡幅部 L=300m 供用

平成20～22年度 バイパス部の用地買収推進

［不来坂工区］

平成 20 年度 現道拡幅部 L=500m 供用

波賀野、不来坂工区の現道拡

幅部の供用により線形不良

区間の解消や自転車歩行者

等の安全が確保できた。

今後

５年間

（予定）

H23～27 年度【事業費＝１６億円】

［波賀野工区］

平成25年度 バイパス部 L=1,000m 供用

［不来坂工区］

平成 27 年度 バイパス部 L=900m 供用

全線供用により、現道の線形

不良区間の解消や集落内の

通過交通排除及び通学児童

の安全性の確保など、安全で

安心な交通確保を図る。

道街-2

篠 山 市

三 田 市

不来坂工区（H17～H27） L=1,400m 波賀野工区（H8～H25） L=1,800m

←至岡山

至京都府→

古市小学校

丹波篠山ICﾟ

JR
古

市
駅

一般国道372号 丹南バイパス(H8～H27）
L=3,200m W=6.5（16.0）m 全体C=5,１00百万円

篠山産業高校

篠山市役所↑

丹南中学校

←
至

神
戸

市

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

篠 山 市

三 田 市

不来坂工区（H17～H27） L=1,400m 波賀野工区（H8～H25） L=1,800m

←至岡山

至京都府→

古市小学校

丹波篠山ICﾟ

JR
古

市
駅

一般国道372号 丹南バイパス(H8～H27）
L=3,200m W=6.5（16.0）m 全体C=5,１00百万円

篠山産業高校

篠山市役所↑

丹南中学校

←
至

神
戸

市

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

事業箇所事業箇所

黒

赤

黄

H17まで

H18～22

H23以降

凡 例

黒

赤

黄

H17まで

H18～22

H23以降

凡 例



篠 山 市

三 田 市

不来坂工区（H19～H27） L=1,400m 波賀野工区（H8～H25） L=1,800m

一般国道３７２号 丹南BP位置図

事業箇所

←至岡山

至京
都府
→

凡 例
：高速道路
：国道
：事業区間
：県道

古市小学校

丹波篠山ICﾟ

JR
古
市
駅

一般国道372号 丹南バイパス(H8～H27）
L=3,200m W=6.5（16.0）m 全体C=5,100百万円

篠山産業高校

篠山市役所↑

丹南中学校

←
至
神
戸
市

3.25 3.25 3.25 3.253.00 3.00

計画断面図

16.0

4.00

(波賀野工区)

5.00

現況断面図 計画断面図

8.0
(不来坂工区・ﾊﾞｲﾊﾟｽ部)

0.50 0.50 0.75 0.751.0 1.0 0.75 0.75

道
街
－
３

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道



一般国道372号 丹南バイパス 道路改築事業

至姫路

至京都

一般国道372号 丹南BP（H8～H27）
L=3,200m W=6.5(16.0)m 全体C=5,100百万円

道
街
－
４



至姫路

至京都

JR
福
知
山
線

波賀野交差点

進捗状況１（波賀野工区）

バイパス部：L=1,000m

1

2

3

一般国道372号丹南バイパス 波賀野工区（H8～H25）
延長L=1,800m C=3,600百万円 計画幅員W=6.5(16.0)m

現道拡幅部：L=800m
H19完成(供用済)

②現道拡幅部供用済区間

姫路

・波賀野工区は、H8年度より測量調査設計に着手
し、H19年度までに現道拡幅部L=800mを供用し
ている。（波賀野工区進捗率：約80%）
・H12年度からバイパス部の用地買収に着手し、
H22年度末で約95％が用地買収済、H24年度ま
でに用地買収を完了し、H25年度の完成を予定
している。

①バイパス部並行区間

姫路

道
街
－
５

③現道拡幅部供用済区間

姫路



進捗状況２（不来坂工区）

一般国道372号 丹南バイパス 不来坂工区（H17～H27） 延長L=1,400m C=1,500百万円

至
姫

路

至
京

都

Ｊ
Ｒ
福

知
山

線 古市交差点

現道拡幅部L=500m W=6.5(10.25)m
（H20完成）供用済

バイパス部L=900m W=6.5(8.0)m （H24～H27(予定)）

１

①現道拡幅部供用済区間

姫路

2

②バイパス部並行区間の状況

京都

・不来坂工区は、現道拡幅部(L=500m)を平成20年度までに供用済み。
（不来坂工区進捗率：約40％）

・残区間(L=900m)は、波賀野工区バイパス部の用地買収の進捗に合わせて、
用地買収に着手し、H27年度の完成を予定している。

３

③現道拡幅部供用済区間

姫路

道
街

－
６



道
街

－
７

現道状況１（波賀野工区）

一般国道372号丹南バイパス 波賀野工区（H8～H25）
延長L=1,800m C=3,600百万円 計画幅員：W=6.5 (16.0)m至姫路

至
京

都

・波賀野工区の現道は、１日約８千台の車両が通行してるにもか
かわらず、幅員5m程度の未改良箇所が連続し、通過する車両
の走行に大きな支障をきたしている。

・また、歩道が未整備であるが、当該区間しか道路がないため、
やむを得ず古市小学校の通学路に指定されており、通学の交
通安全上大きな課題となっている。

JR
福

知
山

線

至 古市小学校

W=5.0

凡 例
：狭幅員箇所
：通学路

3
2

1

W=5.5

W=5.0

W=5.0

W=5.5
W=5.0

W=5.2

W=5.5

②大型車の離合状況

W=5.2m

波賀野交差点

③大型車の通行状況

京都

４

④児童の通学状況

京都

①児童の通学状況

京都
栗

栖
野

地
区

３人

当野地区１５人



現道状況２（不来坂工区）

R=40m

①線形不良箇所（R=40）

一般国道372号丹南バイパス 不来坂工区（H17～H27） 延長L=1,400m C=1,500百万円
計画幅員：現道拡幅部W=6.5(10.25)m BP部W=6.5(8.0)m

②不来坂踏切の状況

×××

×

姫路

至
姫
路

至
京
都

・不来坂工区の残区間は、線形不良（最急カーブR=35、
規定値R=150）や急な縦断勾配（再急縦断勾配i=9%、規
定値i=5%）、歩道未整備による歩行者自転車の混入等、
交通の隘路となっている。
・また、不来坂踏切では、鉄道と道路が大きく斜めに交差
しており、貨物車両等の円滑な走行の妨げとなっている。
（不来坂踏切の遮断時間(ピーク時)：１２min/h）

線形不良R=35

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線 古市交差点

縦断勾配 ｉ＝9%

縦断勾配 ｉ＝6～9%

×
線形不良R=50凡 例

：線形不良
：死傷事故× １

２

３

③沿道利用状況

姫路

不来坂踏切

H18 H19 H20 H21 合計

人身事故 ３件 ０件 １件 １件 ５件

道
街
－
８



■継続事業

①前回評価工程及び実施工程

②Ｂ／Ｃ根拠説明資料例

便益（Ｂ）の項目

事

業
B（便益） 算出方法

①走行時間短縮便益

○目的地までの所要時間が

短縮されることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用

走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益

○走行速度の向上や走行距離の

短縮により、燃料費などが節減さ

れる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日
道

路

③交通事故減少便益

○中央分離帯の設置や通過する

主要交差点数の減少により、交

通事故が減少する便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額

事故損失額：Σ〔交通量×距離×単路部(交差点以外)の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

B（便益） C（費用）

総費用 事業費 維持管理費
事

業
事業名 便益額

(百万円)
代表的な効果

(百万円) (百万円) (百万円)

B／C

①走行時間

短縮便益
6,726

②走行経費

減少便益
917

③交通事故

減少便益
-110

全
体
事
業
費

計 7,533

時間短縮

8.1 分→6.4 分

（3.2km）

計画交通量

７，４００台/日

5,759 5,494 265 １．３

①走行時間

短縮便益
5,639

②走行経費

減少便益
833

③交通事故

減少便益
-110

道

路

一般国道

372 号

丹南ﾊﾞｲﾊﾟｽ

残
事
業
費

計 6,362

時間短縮

4.9 分→3.8 分

（1.9km）

計画交通量

７，４００台/日

1,503 1,350 153 ４．２

道街-9

：実施・計画

：前回評価（H17）

H19

現
道
拡
幅

H15 H16

用地補償

法面対策工

H11

道路改良

H10

用地補償

道路改良

調査設計

用地補償

道路改良

不
来
坂
工
区

H22 H23 H24

波
賀
野
工
区

H20 H21

調査設計

H12 H13

調査設計
バ
イ
パ
ス

H26 H27H25H14 H17 H18H8 H9

H14.6 法面崩壊発生


